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相模原協同病院消化器病センター外科は、地域医療支援病院および、がん診療連携拠点病院として、一般的な

外科疾患、救急医療、消化器癌の外科治療に力を入れて診療を行っております。

食道・胃・十二指腸・小腸・大腸・肝・胆・膵・脾における炎症性疾患から悪性腫瘍まで、さらに肛門疾患、ヘルニ

アや集中治療を要しない小児疾患等の幅広い外科治療を行っており、乳癌においても乳腺専門医（専門外来あ

り）と連携をとり診療を行っています。
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“優秀な外科医チームによる医療体制”
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腹腔鏡下手術とは、胃カメラや大腸カメラを用いて、ポリープや腫瘍を切除する消化管内視鏡治療と異なり、外科医

によって行われる低侵襲でより負担の少ない手術です。従来は、お腹を大きく切り開くことで胃、大腸、胆嚢、膵臓や

肝臓などの臓器を手術し切除していましたが、近年では多くの手術が腹腔鏡下手術で行われるようになりました。

腹腔鏡下手術では、お腹の小さな創から空気を入れてお腹を膨らませ、腹腔鏡というカメラを用いて、お腹の内部

の状態を外のモニターに映し出します。さらにいくつかの小さな創から、箸の太さ程度の長い手術器具を挿入して、

外からの操作によりお腹の中の手術を行います。

腹腔鏡下手術は、1980年代後半から欧米を中心に広まり、日本では1990年より胆石症に対する胆嚢摘出術が導

入されました。その後、腹腔鏡下胆嚢摘出術は日本中に広まり、今では腹部領域においては、消化器外科だけでな

く、泌尿器科や婦人科でも様々な疾患に対して腹腔鏡下手術が行われるようになっています。

手術適応の患者さんがおられましたら、いつでも当院へご紹介ください。

また、緊急手術にも可能な限り断らずに対応しておりますので、何かありましたらご相談いただければ幸いです。

腹腔鏡下手術について 消化器外科チーム

手術件数

・痛みが少なく、手術後早くから歩け、早期社会復帰が可能である

・創あとが小さく目立たない

・手術中の出血量が少ない

・肉眼よりも高精細な画像を見て手術するため、神経温存や適切

なリンパ節郭清など、開腹以上の手術が可能である

この30年間の腹腔鏡下手術の進歩で、より安全な手術が行われるようになっています。しかし、内視鏡外科医の

存在、内視鏡外科に必要な機器やチーム体制が十分かどうかにより、地域、施設間の格差があるのは否定できま

せん。また施設によって手術適応や手術時間などが異なっているのも現状です。 その点、当院においては、現在

3人の日本内視鏡外科学会技術認定医（腹腔鏡下手術の指導医）を中心に、多くの外科スタッフが存在し、幅広

い外科疾患に対応可能な十分な体制をとっております。

手術の特徴

幅広い外科疾患への対応

新病院移転後も、手術件数は増加傾向で、2021年には消化器・乳腺外科で1200件弱の手術を施行しており、これ

は地域の市中病院としては全国的にもかなり多い手術件数になります。また、成人の鼠径ヘルニア診療においては、

神奈川県内の総合病院でもトップレベルの診療実績があります。今後も当院は、地域における外科診療の重責を担

う立場にあり、日々さらなる手術技術や診療技術の向上を目指し、より患者さんの立場に立った医療を実践してい

きたいと考えております。

手術実績

■取得可能、認定・専門医修練施設

日本外科学会外科専門医制度修練施設

日本専門医機構による外科領域専門研修プログラム基幹施設

日本消化器外科学会専門医制度修練施設

日本大腸肛門病学会関連施設

日本消化器内視鏡学会認定専門医制度指導施設

日本腹部救急医学会腹部救急認定医・教育医制度認定施設

日本乳癌学会認定・関連施設

（単位：件）

相模原協同病院 TEL：042-761-6020（代）へご連絡ください。

食道 胃 結腸 直腸 肝臓 胆嚢 小腸 膵臓 脾臓 乳房 虫垂 ヘルニア その他

2019年 1 48 77 40 11 134 26 12 7 85 62 194 141

2020年 0 51 101 24 9 113 65 12 4 61 87 161 125

2021年 2 46 131 30 31 162 44 17 6 84 101 214 288
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